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　北部市民サービスセンター（キタスカ）は、平成２３年５月に北部地区市民の活動拠点施設とし

て開館しました。北部地区８地域の住民の交流や情報交換、サークル活動の学習の場として、たく

さんの方々に利用していただき今年で７年目を迎えます。

　当北部地域住民自治協議会では、地域住民および利用者のニーズに対応し、自主事業としてキタ

スカ講演会等の開催やサークル活動の支援を行っています。

　また、毎年好評をいただている「キタスカまつり」も定着しており、作品展示・特産物直売・芸

能発表会等を開催し大変賑わっております。

　これまで６年間で開催した自主事業は２５回を数えます。オープン記念講演会は、秋田大学名誉

教授の新野直吉氏による「土崎湊と北前船」と題して講演され、かつての土崎の賑わいに思いを馳

せながら熱心に耳を傾けていました。中でも最大のイベントとしては、開館５周年記念講演会「私

が出会った刺激的なシニアたち」です。土崎出身の脚本家内館牧子氏の講演会には参加者数３８０

名を数える方々に聴講して頂きました。また、地域の小・中・高校生による「オータムフェスティ

バル」では、息の合った演奏に大きな拍手が送られました。

　今までの各イベントにご協力いただいた講師の方々に感謝申し上げるとともに、今後ともご指

導、ご協力をよろしくお願いいたします。

　キタスカはこれからも、北部地域の拠点センターとして、身近なサービスの提供および地域に密

着した事業の企画・運営にあたりたいと考えています。

北部地域住民自治協議会
副会長　米　田　次　男

KITASKA『キタスカ』６年間の思い出



 
 

 
 

 
   

☆男の料理サークル☆
代表　三浦　強

　本サークルのモットーは「料理で楽しく・仲

良く・健康に！」で、平成２４年５月に発足し、

毎月第４土曜に実施しております。

　魚や肉、野菜など旬の食材を使用したり、料

理を作る上で最も基本である包丁の使い方を教

わったり、おいしく仕上がるための下処理の仕

方、味付けの基本を学び、今や『アジの三枚お

ろし』『ヒラメの観音開き』も上手にできるよ

うになりました。

　

例会日：毎月第４土曜日 10：00～14：00

☆かな書道　秋桜会☆
代表　舩木　重美子

　私達のサークルは、土崎公民館の市民教室で

発足した「かな書道の細字、大字」を学習して

いるサークルです。

　普段、筆を持つ機会が少なくなりましたが、

この教室に入って筆で文字を書くのが非常に楽

しくなりました。上手に出来ても出来なくても、

筆で文字を書く喜びで皆さん元気に学習してお

ります。

　現在、会員は 9名おります。お気軽に遊びに

お越しください。

　

例会日：毎月第１・３木曜日 13：00～16：00
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～ＪＲ土崎駅構内のからくり時計～

第２回　土崎地区

土崎地区市民憲章推進協議会
会　長　　渡　邊　清　明

　関ヶ原の戦いの結果、それまで湊城を居城としていた安東氏に代わって佐竹氏が湊城に入りまし

たが、新たに久保田城を築いたため、湊城は廃城になりました。その後、元和６年に土崎の川口氏

（土崎善導寺総代、現在は川口 良氏、土崎神明社古願主）の氏神であった「土崎神明社」を湊城

の跡地に移し土崎港の総鎮守となりました。

　その土崎の総鎮守として崇敬されてきた土崎神明社には、例祭として曳山行事があり、平成９年

に国の重要無形民俗文化財に指定され「土崎港曳山まつり」として各町内から曳山を奉納して多く

の人たちに親しまれています。

　また、平成２８年に山・鉾・屋台行事として国連教育科学文化機関（ユネスコ）の無形文化遺産

に登録されたことは、非常に嬉しい限りです。その曳山の模型を表した「からくり時計」が、最近

話題になっております。

　「からくり時計」はＪＲ土崎駅構内に設置されており、縦横１．１メートル、重さ５５キロで、

１時間に１回文字盤がくるりと裏返り曳山が登場します。それと同時に「寄せ太鼓」、「湊ばや

し」、「あいや節」の３曲が２分間流れる仕掛けとなっております。

　この「からくり時計」は、土崎地区で奉仕活動を続けている『秋田港ロータリー・クラブ』が創

立５０周年を迎えるにあたって、地域貢献の記念事業の一環として平成２５年に土崎の陸の玄関口

でもある土崎駅構内に設置したものです。

　土崎の海の玄関口には道の駅セリオンがあり脚光を浴びていますが、陸の玄関口でもある土崎駅

は、神明社通りや土崎駅前等は整備されたものの、あまり脚光を浴びる機会がありませんでした。

そこで、土崎の町が元気になるような事業として考えたのがこの『土崎港曳山まつりのからくり時

計』の設置であります。

　今後、この「からくり時計」や伝統行事が、末長く地域のお年寄りから次代を担う子供たちにま

で愛されることを望むと共に、土崎駅を利用する県内外から来る観光客の皆さんにも喜んでいただ

けるようにしたいものです。

≪通常時のからくり時計≫ ≪指定時刻になり曳山が現れた様子≫



 
 


